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平
成
二
十
五
年
度
生
駒
市
自
治

連
合
会
全
体
集
会
を
五
月
二
十
六

日
、
山
下
真
市
長
、
桑
原
義
隆
市

議
会
副
議
長
を
来
賓
に
迎
え
、
生

駒
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

藤
堂
宏
子
自
治
連
合
会
長
の
あ

い
さ
つ
で
幕
を
開
け
、
続
い
て
多

年
に
わ
た
り
自
治
組
織
の
発
展
と

市
民
福
祉
の
向
上
に
自
治
会
長
と

し
て
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
山

下
市
長
か
ら
特
別
表
彰
状
が
、
ま

た
、
自
治
連
合
会
長
か
ら
表
彰

状
、
感
謝
状
が
、
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、
来
賓
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
後
、
平
成
二
十
五

年
度
の
自
治
連
合
会
役
員
の
紹

介
を
は
じ
め
、
平
成
二
十
四
年
度

の
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
、
平
成

二
十
五
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び

予
算
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
に
開
催
さ
れ
た
各
地
区
連

合
会
ご
と
の
集
会
で
は
、
今
年
度

の
自
治
連
合
会
の
活
動
の
大
き
な

テ
ー
マ
「
地
域
力
の
向
上
に
向
け

て
」
に
つ
い
て
、
地
区
別
に
具
体

的
な
目
標
を
定
め
る
た
め
の
話
し

合
い
や
、
各
自
治
会
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た

◎
連
合
会
感
謝
状

（
５
０
音
順
・
敬
称
略
）

前　

東
松
ヶ
丘
自
治
会
長

相
田　

浄
司

前　

月
見
町
第
２
ガ
ー
デ
ン
ハ
イ

　
　

ツ
自
治
会
長

今
田　

哲
夫

前　

月
見
ヶ
丘
自
治
会
長

楠
元　

一
民

前　

メ
ゾ
ン
ド
ー
ル
ク
ラ
ヴ
ィ
エ

　
　

生
駒
自
治
会
長

下
浦　

臣
夫

前　

生
駒
台
自
治
会
長澄

川　

福
人

前　

門
前
町
自
治
会
長田

中　

利
夫

前　

萩
の
台
住
宅
地
自
治
会
長

田
邊　

滋
生

前　

南
小
平
尾
自
治
会
長

中
辻　
　

正

前　

フ
ラ
ワ
リ
ー
タ
ウ
ン
生
駒

　
　

自
治
会
長

西
前　

豊
秋

前　

山
崎
町
自
治
会
長西

本　

浩
三

前　

東
菜
畑
２
丁
目
自
治
会
長

湊　
　

京
次

前　

松
美
台
西
自
治
会
長

森
本　

憲
治

前　

軽
井
沢
町
自
治
会
長

山
口
香
世
子

前　

小
明
町
自
治
会
長米

田　

継
雄

前　

ロ
ー
レ
ル
コ
ー
ト
萩
の
台

　
　

自
治
会
長

渡
辺　

一
彦

平
成
二
十
五
年
度

生
駒
市
自
治
連
合
会
全
体
集
会
を
開
催
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北
地
区
連
合
会
は
六
月
二
十
二

日
、
日
本
海
防
衛
の
要
で
あ
る
海

上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総
監
部
と
、

全
国
で
唯
一
稼
働
中
の
関
電
大
飯

原
発
を
視
察
し
た
。
竹
島
・
尖
閣

列
島
の
不
穏
な
動
き
、
ま
た
福
島

原
発
事
故
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
日
本
の
原
発
の
課
題
が
連
日

報
道
さ
れ
る
中
で
、
北
地
区
三
六

自
治
会
か
ら
三
十
三
名
の
自
治
会

長
と
自
主
防
災
会
長
が
参
加
。

【
舞
鶴
総
監
部
】　

海
軍
記
念
館

で
海
軍
の
歴
史
を
学
ん
だ
後
、
桟

橋
に
出
て
帰
港
中
の
イ
ー
ジ
ス
艦

「
み
ょ
う
こ
う
」
等
の
艦
船
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。
護
衛
艦
「
ま

つ
ゆ
き
」
で
は
甲
板
に
上
が
る
こ

と
が
で
き
、
日
ご
ろ
映
像
で
し
か

見
ら
れ
な
い
ミ
サ
イ
ル
、
魚
雷
の

発
射
機
を
手
で
触
れ
、
国
防
の
最

前
線
を
垣
間
見
た
。

【
大
飯
原
発
】　
物
々
し
い
バ
リ

ケ
ー
ド
を
通
っ
て
Ｐ
Ｒ
館
に
到
着

し
、
原
発
の
仕
組
み
と
安
全
対

策
、
福
島
原
発
事
故
後
の
対
策
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
原
発
構

内
の
見
学
に
は
、
さ
ら
に
身
分
証

明
書
と
の
照
合
、
専
用
バ
ス
へ
の

乗
換
え
が
必
要
で
あ
る
。
見
学
箇

所
も
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
話
題

の
活
断
層
調
査
、
防
波
堤
の
嵩
上

げ
工
事
等
を
バ
ス
の
窓
か
ら
視
察

で
き
た
。

　

視
察
の
折
返
し
点
、
昼
食
直

後
に
バ
ス
が
オ
イ
ル
漏
れ
を
起
こ

し
、
バ
ス
を
乗
換
え
る
と
い
う
ト

ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
。
し
か

し
、
防
災
訓
練
で
危
機
管
理
の
術

を
身
に
付
け
た
自
治
会
長
と
自
主

防
災
会
長
の
集
ま
り
。
想
定
外
の

事
態
も
平
然
と
切
抜
け
、
そ
の
後

は
一
気
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
盛
り
上
が
っ
た
。
共
助
の
輪
が

広
が
っ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

当
地
域
は
、
自
然
や
人
の
流
れ

な
ど
、
環
境
の
変
化
が
益
々
加
速

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
上

町
の
良
さ
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

時
代
の
変
化
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ

う
、「
安
全
・
安
心
な
上
町
」
を

目
指
し
次
の
三
点
を
核
と
し
て
自

治
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
自
主
防
災
活
動

　

昨
年
度
に
発
足
し
た
上
町
自
主

防
災
会
の
組
織
を
充
実
し
、
今
日

か
も
し
れ
な
い
、
遠
い
先
か
も
知

れ
な
い
が
確
実
に
お
こ
る
災
害
に

備
え
た
い
。
そ
の
一
歩
は
、
一
人

ひ
と
り
の
意
識
改
革
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
富
雄
川
環
境
美・

花・

活
動

　

平
成
九
年
度
の
富
雄
川
河
岸
整

備
に
伴
い
、
河
川
空
間
維
持
管
理

の
た
め
、
草
刈
り
や
清
掃
活
動
と

と
も
に
コ
ス
モ
ス
や
菜
花
の
植
栽

を
す
す
め
生
育
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
共
に
、
汗
を
流
し
、
力
を
合

わ
せ
て
、
こ
の
活
動
の
輪
を
広
げ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
期
的
な
こ
の
活
動
が
認
め
ら
れ

て
の
「
環
境
行
動
賞
」
受
賞
は
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。
河
岸
の
整
備

も
継
続
さ
れ
、
我
々
地
域
住
民
の

憩
い
・
潤
い
・
健
康
づ
く
り
の
で

き
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と

も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

③
秋
祭
り
の
地
車
を
奉
納

　

各
団
体
（
既
に
子
供
会
、
折
り

紙
ク
ラ
ブ
は
参
加
）
に
積
極
的
な

参
画
を
呼
び
か
け
、
多
く
の
住
民

が
集
え
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
、
継
続
し
定

着
す
る
こ
と
を
願
い
「
上
町
た
よ

り
」
を
発
行
し
会
員
の
理
解
を

深
め
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま

す
。

北
地
区
自
治
連
合
会

県
外
視
察
研
修
に
つ
い
て

久
保
自
治
会
長

吉
川　

太

自
治
会
活
動
に
つ
い
て

上
町
自
治
会
長

杉
田　

要
三

各
地
区
の
活
動
紹
介イージス艦「みょうこう」

富雄川環境美花活動
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野
島
断
層
は
、
二
千
年
前
の
活

断
層
と
の
説
明
を
受
け
、
野
島
断

層
保
存
館
に
入
る
と
、
正
面
に
阪

神
淡
路
大
震
災
で
国
道
四
十
三
号

線
が
六
百
ｍ
に
わ
た
り
倒
壊
し
た

大
き
な
写
真
と
、
震
災
後
に
撮
影

さ
れ
た
江
崎
地
区
の
棚
田
が
緑
の

草
に
覆
わ
れ
て
い
る
な
か
、
真
黒

い
亀
裂
が
走
っ
て
い
る
写
真
を
見

て
驚
き
ま
し
た
。

　

保
存
ゾ
ー
ン
は
、
百
四
十
ｍ
の

建
物
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
阪
神
淡

路
大
震
災
の
際
に
、
東
南
方
向
に

一
・
五
ｍ
ず
れ
、
南
東
側
に
〇
・
五

ｍ
隆
起
し
た
断
層
で
、
地
下
二
・

五
ｍ
の
地
層
に
は
数
万
年
前
に
生

じ
た
液
状
化
の
痕
跡
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
震
度
７
の
地
震
体

験
も
し
ま
し
た
。

　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
で

は
、
阪
神
大
震
災
の
映
像
と
復

興
に
い
た
る
映
像
を
見
て
、
防

災
・
減
災
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
語

り
部
佐
藤
る
り
こ
さ
ん
（
八
十
三

歳
）
が
「
ド
ス
ン
と
下
か
ら
突
き

上
げ
ら
れ
て
家
が
倒
壊
し
た
。
助

け
を
求
め
よ
う
と
し
て
も
声
が
出

　

平
成
二
十
年
に
喜
里
が
丘
自
治

会
長
を
務
め
た
時
に
、
安
全
安
心

の
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
一

年
交
代
の
役
員
で
は
継
続
的
活

動
を
し
て
い
く
の
は
難
し
い
と
考

え
、
自
治
会
の
分
科
会
と
し
て

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
の
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
月
三
回
、
午

前
、
午
後
と
時
間
を
変
え
て
約
一

時
間
、
拍
子
木
を
鳴
ら
し
、「
空

き
巣
に
用
心
！
」
と
、
掛
け
声
し

な
が
ら
、
自
治
会
内
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
と
も
に
、
公
園
や
、
個

人
宅
に
お
願
い
し
て
「
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
」
の
旗
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

夏
の
暑
い
日
や
、
冬
の
寒
い
時

期
も
あ
る
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た

後
の
爽
快
感
と
、
運
動
不
足
の
解

消
に
も
な
る
と
、
参
加
者
か
ら
の

感
想
も
あ
り
、
今
年
で
五
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
空
き
巣
の
被
害
も

今
の
と
こ
ろ
無
い
。
今
後
も
防
犯

活
動
を
強
化
し
、
継
続
し
て
い
こ

う
と
メ
ン
バ
ー
十
八
人
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

自
宅
が
空
き
巣
の
被
害
に
あ

い
、「
こ
ん
な
怖
い
思
い
は
二
度

と
し
た
く
な
い
！
」
と
い
う
思
い

が
き
っ
か
け
で
始
め
た
防
犯
活
動

せ
な
い
。・
・
主
人
に
助
け
ら
れ

た
。
明
る
く
な
っ
て
近
所
を
見
わ

た
す
と
建
物
が
倒
壊
し
て
お
り
、

瓦
礫
の
上
か
ら
建
物
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
人
を
助
け
る
隣
人
た
ち
が

い
た
。」「
孫
の
友
達
が
亡
く
な
っ

た
が
そ
の
母
親
は
、
十
数
年
経
っ

て
や
っ
と
会
話
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
孫
と
亡
く
な
っ
た
友

達
の
話
に
な
る
と
、
語
る
も
涙
、

聞
く
も
涙
で
あ
っ
た
。」「
震
災
後

は
、
呼
子
笛
は
常
に
身
を
つ
け
て

い
る
。」
な
ど
と
も
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

震
災
、
風
水
害
は
、
必
ず
起
こ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
自
主
防
災

会
を
立
ち
上
げ
防
災
訓
練
を
実
施

し
、
行
政
と
協
働
し
、
災
害
時
の

対
応
や
減
災
へ
の
取
り
組
み
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
ま

し
た
。

で
す
。

　

防
犯･

防
災
な
ど
の
活
動
に
重

要
な
こ
と
は
、
個
々
人
の
意
識
と

対
策
で
す
。
そ
し
て
地
域
ぐ
る
み

で
行
う
訓
練
や
、
取
り
組
み
が

不
可
欠
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。

西
地
区
自
治
連
合
会

西
地
区
県
外
視
察
研
修

野
島
断
層
保
存
館
・
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て

小
明
町
自
治
会
長　

森
本　

照
太
郎

防
犯
の
取
り
組
み

喜
里
が
丘
自
治
会
分
科
会
防
犯
代
表

安
藤　

豊

語り部の話に聞きいる自治会長

防犯パトロールウオーキング中
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平
成
二
十
三
年
七
月
に
宝
山
寺

参
道
仲
之
町
区
間
の
全
面
改
修
工

事
の
要
望
書
を
中
地
区
自
治
連
合

会
か
ら
市
長
あ
て
に
提
出
し
ま
し

た
。　

　

大
正
初
期
に
開
通
以
来
、
生

駒
市
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
宝

山
寺
参
道
の
当
該
区
間
に
つ
い
て

は
、
危
険
個
所
も
有
り
、
大
修

理
も
な
く
、
応
急
修
理
を
し
て
い

る
の
が
現
状
で
し
た
。

仲
之
町
住
民
だ
け
で

な
く
、
参
拝
者
、
ハ

イ
キ
ン
グ
の
人
達
も

よ
く
利
用
さ
れ
、
お

年
寄
り
の
人
も
多
く
、

安
心
、
安
全
で
環
境

も
良
く
、
生
駒
市
は

「
素
晴
ら
し
い
ま
ち
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る

ま
ち
づ
く
り
に
と
の

住
民
の
思
い
か
ら
で

し
た
。
早
速
、
参
道

沿
線
の
会
員
を
中
心

と
し
て
参
道
改
修
推

進
委
員
会
（
十
四
名
）

を
結
成
し
、
生
駒
市

か
ら
の
提
案
を
も
と

　

七
月
十
五
日
は
、
兵
庫
県
立

三
木
総
合
防
災
公
園
の
中
に
あ
る

広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
で

す
。　

①
災
害
時
に
は
消
防
、
警
察
、
自

衛
隊
の
広
域
活
動
拠
点
及
び
防
災

資
機
材
の
備
蓄
、
救
援
物
資
の
集

配
拠
点
で
あ
り
、
陸
上
競
技
場
ス

タ
ン
ド
下
の
防
災
資
機
材
の
備
蓄

庫
を
見
学
し
ま
し
た
。

②
平
常
時
は
地
域
の
防
災
力
を
高

め
る
た
め
の
体
験
型
の
学
習
、
訓

練
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
煙
避
難

体
験
及
び
地
震
体
験
（
震
度
五
〜

七
）
を
し
ま
し
た
。
南
海
、
東
南

海
地
震
の
確
率
が
六
十
％
と
言
わ

れ
る
今
、
日
頃
の
準
備
が
大
事
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

七
月
十
六
日
は
、
岡
山
市
役
所

で
の
研
修
で
す
。

　

自
治
会
が
町
内
会
と
呼
ば
れ
加

入
率
は
八
十
三
・
六
％
と
高
く
、

活
動
内
容
は
、
生
駒
市
と
良
く
似

て
い
ま
す
。
市
電
子
町
内
会
運
営

要
項
に
基
づ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
掲
示
板
、
回
覧
板
等
の

電
子
町
内
会
事
業
を
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
サ
ー
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

町
内
会
シ
ス
テ
ム
は
、
市
が
提
供

し
て
い
ま
す
が
、
サ
イ
ト
の
作
成

に
改
修
内
容
を
一
年
間
協
議
し
た

結
果
、
工
事
区
間
四
百
ｍ
、
幅
員

五
〜
六
ｍ
、
階
段
は
一
段
の
高
さ

が
十
五
㎝
、
手
す
り
の
設
置
、
中

央
部
に
は
石
材
に
近
い
材
質
、
両

側
に
は
材
質
を
変
え
、
歴
史
的
景

観
を
重
視
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
す
る

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
市
職
員
と

地
元
住
民
の
思
い
を
一
つ
に
し
て

の
協
働
作
業
で
あ
り
、
き
め
細
か

い
配
慮
と
、
一
生
懸
命
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
く
れ
る
市
職
員
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
度

に
設
計
、
平
成
二
十
五
年
十
月
よ

り
水
道
管
や
ガ
ス
管
取
替
え
な
ど

の
道
路
工
事
に
着
工
し
、
平
成

二
十
八
年
度
に
完
成
予
定
で
す
。

更
新
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理
等

は
、
町
内
会
の
業
務
と
な
り
、
最

新
版
の
更
新
に
苦
労
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
他
に
は
、
地
域
住

民
の
高
齢
化
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
増
加
に
よ
る
自
治
会
未
加

入
者
の
問
題
は
生
駒
市
と
同
様
で

し
た
。

　

二
日
間
の
研
修
を
通
し
て
、
内

容
は
勿
論
の
こ
と
組
織
、
連
絡
、

行
動
面
で
大
き
な
収
穫
が
あ
り
ま

し
た
。

中
地
区
自
治
連
合
会

宝
山
寺
参
道（
仲
之
町
区
間
）

大
改
修
の
経
緯
と
進
捗
状
況

仲
之
町
自
治
会
長

木
村　

茂

中
地
区
県
外
視
察
研
修

に
参
加
し
て

谷
田
町
自
治
会
長中

谷　

義
文

仕出し・持ち帰り・食事

0800-123-1233フリーダイヤル

近鉄アントレ生駒　専門店街1F

7月13日移転新規OPEN‼個室有り　36名様まで収容可能
祝事・法事　各種宴会承ります。

石畳の材質を協議中

熱意のこもった説明を拝聴
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四
月
二
十
九
日
に
生
駒
南
小
学

校
グ
ラ
ン
ド
に
於
い
て
開
催
致
し

ま
し
た
。
二
十
七
自
治
会
約
三
千

人
の
参
加
を
頂
き
グ
ラ
ン
ド
が
狭

く
感
じ
る
程
の
多
さ
に
、
こ
の
運

動
会
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
気
が

し
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
。
こ
の
運
動
会
を
盛
り
上
げ
る

べ
き
主
催
者
側
の
私
達
も
生
き
い

き
と
し
た
緊
張
感
が
み
な
ぎ
り
、

ふ
と
子
供
の
頃
の
運
動
会
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
ワ
ク
ワ
ク
と
し
た

胸
躍
る
、
そ
ん
な
気
持
ち
が
よ
み

が
え
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
運
動
会
の
起
源

は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
に
第
一

回
町
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、
対

抗
戦
で
北
・
中
・
南
地
区
に
分
か

れ
て
競
技
す
る
種
目
が
あ
り
、
そ

の
種
目
が
終
了
し
た
後
、
先
人

達
が
南
地
区

自
治
連
合
会

大
運
動
会
の

開
催
を
始
め

て
、
今
年
で

第
三
十
三
回

目
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
長

　

壱
分
小
学
校
区
で
は
、
一
昨
年

よ
り
「
や
ま
び
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
清
水
泰
之
代
表
）」
と
し
て
、
あ

い
さ
つ
で
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
民
生
児
童
委
員
、
自
治
会
、

老
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
中
学
校
と
協
同
で
毎
月

第
一
火
曜
日
に
街
頭
や
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
啓
蒙
活
動
を
す
る
と
と
も

に
、
年
二
回
程
度
啓
蒙
チ
ラ
シ
な

ど
を
区
域
内
に
全
戸
配
布
し
て
い

ま
す
。「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
と
で
も
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
来
年
に
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
る
目

的
で
、
各
自
治
会
で
実
施
す
る
盆

踊
り
や
お
祭
り
を
各
自
治
会
の
共

催
と
し
て
、
合
同
で
実
施
す
る
計

年
継
続
し
て
運
営
し
て
頂
い
た
各

自
治
会
役
員
の
皆
さ
ん
、
南
地
区

体
育
協
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
思
い
ま
す
。

会
場
で
は
、
生
駒
南
中
学
校
吹
奏

楽
の
演
奏
が
始
ま
り
、
ぐ
ん
と
盛

り
上
が
り
会
場
が
一
つ
に
な
り
ま

す
。
男
女
百
ｍ
走
は
誰
も
が
身
を

乗
り
出
し
て
の
応
援
で
す
。
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
が
参
加
で
き
る

種
目
が
計
画
さ
れ
、
知
ら
な
い
者

同
士
が
手
を
取
り
合
い
、
力
を
合

わ
せ
競
技
に
熱
中
す
る
姿
は
微
笑

ま
し
く
も
あ
り
、
希
薄
に
な
り
つ

つ
あ
る
世
代
間
交
流
や
助
け
合
う

気
持
ち
が
、
こ
の
運
動
会
を
通
じ

て
一
層
深
ま
っ
て
行
く
事
を
願
い

ま
す

画
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
小
学
校
、
南
第
二
小
学
校
区

で
も
壱
分
小
学
校
区
か
ら
一
年
遅

れ
て
昨
年
か
ら
「
あ
い
さ
つ
タ
ウ

ン
・
南
（
松
尾
正
則
代
表
）」
を

設
立
し
、
毎
月
第
一
火
曜
日
に

五
十
五
人
の
委
員
を
中
心
に
街
頭

な
ど
で
啓
蒙
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
の
ぼ
り
二
百
本
を

作
成
し
、
区
域
内
に
の
ぼ
り
を
立

て
、
タ
ス
キ
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
姿
で

の
活
動
は
目
立
ち
、
地
区
内
に
も

徐
々
に
浸
透
し
て
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

小
中
学
校
な
ど
の
先
生
方
の
協

力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
の
も
と
小
学

生
の
送
迎
時
に
啓
蒙
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

南
地
区
自
治
連
合
会

南
地
区
大
運
動
会

壱
分
町
東
自
治
会
長

藤
尾　

清
司

あ
い
さ
つ
運
動

南
地
区
自
治
連
合
会

　

池
田　

健
二 

大和十三佛霊場第一番
近畿三十六不動尊霊場第二十九番

寶山寺
〒630-0266　奈良県生駒市門前町 1－1

生駒聖天
大 本 山
生 駒 山

ＴＥＬ．（0743）73－2006
ＦＡＸ．（0743）74－0070

キップ一枚から国内旅行・海外旅行・海外格安航空券

いこまツーリスト
※お電話1本で予約、手配、発券ができます。※他社パッケージ旅
行の予約ができます。※団体旅行、グループ旅行、個人旅行も迅速
にお見積り致します。※各種保険も取扱ってます。

☎ 73-3636（0743）
生駒市小明町541－3

【営業時間】
●月～土曜日
　AM9:30 ～ PM6:00
●定休日
　日曜日、祝・祭日

啓蒙活動中

盛りあがる大運動会
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（77）８０２２
（77）６４４８

ＴＥＬ．
ＦＡＸ．

和洋酒・醤油・調味料・米・贈答用品
ＬＰガ ス ・ ガ ス 器 具 ・ 石 油

生駒市南生駒駅前

西本酒店
奈良県指定 無形民俗文化財

往馬大社火祭り
10月12日(土)宵宮10月13日(日)本宮

〒630-0222 生駒市壱分町1527-1

往馬大社火祭り保存会
TEL0743－77－8001 FAX0743－76－0407

　

現
在
は
東
菜
畑
二
丁
目
で
す

が
私
が
生
ま
れ
た
六
十
年
ほ
ど

前
ま
で
は
山
と
田
ば
か
り
の
生

駒
郡
生
駒
町
大
字
瓦
谷
と
呼

ば
れ
、
十
数
軒
あ
る
程
度
で
し

た
。
良
い
水
と
緑
が
多
く
大
阪

に
便
利
な
点
で
、
今
や
四
百
世

帯
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
低
農
薬
、
有
機
栽
培

の
野
菜
づ
く
り
を
し
、
農
家
五

代
目
と
し
て
農
業
に
誇
り
を
持

ち
、
生
駒
で
新
規
就
農
さ
れ
た

意
欲
的
な
若
い
世
代
も
お
り
、

あ
と
二
十
年
位
は
生
駒
市
の
農

業
の
発
展
の
為
に
頑
張
り
た
い
。

　

こ
の
度
は
、
前
自
治
会
長
が

引
退
さ
れ
た
為
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
住
み
よ
い
環

境
を
守
り
、
地
元
の
為
に
地
元

で
育
て
て
頂
い
た
恩
返
し
を
し

た
い
と
常
々
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
さ
い
わ
い
農
業
関
係
、
子

供
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
洋
ラ
ン
教

室
、
防
犯
活
動
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
で
知
り
合
っ
た
方
々
の

お
陰
で
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
、
も
っ
と
そ
の

輪
を
広
げ
、
自
治
会
活
動
を
楽

し
く
活
発
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
少
な
い
生
駒
市
で
す

が
、
今
年
は
自
主
防
災
会
も
立
ち

上
げ
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

東
地
区
自
治
連
合
会

自
治
会
活
動
へ
の
抱
負

東
菜
畑
２
丁
目
自
治
会
長

井
上　

良
作

四
　
月

　
一
五
日
　
第
一
回
正
副
会
長
会
議

五
　
月

　
一
五
日
　
第
二
回
正
副
会
長
会
議

　
一
六
日
　
第
一
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　
　
第
一
回
理
事
会

　
二
六
日
　
全
体
集
会

　
三
〇
日
　
奈
良
県
自
治
連
合
会
　

　
　
　
　
　
総
会
・
理
事
会

六
　
月

　
　
四
日
　
第
三
回
正
副
会
長
会
議

　
一
四
日
　
第
一
回
編
集
委
員
会

　
二
二
日
　
北
地
区
自
治
連
合
会
　

　
　
　
　
　
県
外
視
察
研
修

七
　
月

　
　
二
日
　
第
二
回
常
任
理
事
会

　
　
五
日
　
兵
庫
県
小
野
市
連
合
　

　
　
　
　
　
区
長
会
視
察

　
　
六
日
　
西
地
区
自
治
連
合
会
　

　
　
　
　
　
県
外
視
察
研
修

　
一
二
日
　
第
二
回
編
集
委
員
会

　
一
五
〜
　
中
地
区
自
治
連
合
会

　
一
六
日
　
県
外
視
察
研
修

　八
　
月

　
　
六
日
　
第
四
回
正
副
会
長
会
議

　
　
六
日
　
第
三
回
編
集
委
員
会

　
二
六
日
　
自
治
会
役
員
研
修
会

日
　
　
誌

　

平
成
二
十
五
年
七
月
五
日

（
金
）
に
兵
庫
県
小
野
市
連
合
区

長
会
の
田
中
重
見
会
長
以
下
六
名

の
皆
さ
ん
が
本
会
の
視
察
研
修
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

当
会
の
活
動
、
運
営
に
関
す
る

取
り
組
み
な
ど
に
対
し
て
、
熱
心

な
質
疑
応
答
が
あ
り
、
活
発
な
意

見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
駒
市
に
お
け
る
「
男

女
共
同
参
画
事
業
」
に
つ
い
て
も

ご
質
問
を
い
た
だ
き
、
生
駒
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。 兵

庫
県
小
野
市
　

連
合
区
長
会
来
訪

地域安全推進委員として

活発な意見交換
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今
期
号
よ
り
編
集
委
員

が
一
人
を
除
き
入
れ
替
わ

り
、
新
た
な
編
集
体
制
の

元
で
の
発
行
と
な
り
ま
し

た
。

　

新
し
い
自
治
会
長
さ
ん
に
も
登

場
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
抱
負
と
思
い
を
載
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

各
地
区
か
ら
の
報
告
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
や
な
り
た
ち

に
も
触
れ
て
い
た
だ
い
て
、
改
め

て
生
駒
の
歴
史
や
自
治
会
の
活
動

の
一
端
を
紹
介
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
編
集
の
あ
り
方
を

踏
襲
し
な
が
ら
も
新
た
に
読
ん
で

楽
し
め
る
内
容
に
と
新
編
集
部
一

同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
皆
様
の
ご
愛
読
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

編
集
委
員
長　

森
岡　

文
夫

編
集
委
員　

池
田　

健
二

西
野　

秀
男

吉
川　
　

太

吉
田　
　

登

　

当
自
治
会
は
発
足
十
年
足
ら
ず

で
す
が
、
世
帯
数
が
八
十
三
世
帯

と
小
さ
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
と
ま
り

の
あ
る
自
治
会
で
す
。
現
在
、
役

員
と
会
員
と
の
迅
速
な
情
報
交
換

の
手
段
と
し
て
、
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
を
試
行
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
、
効
果
的
な
活
用
に
は

道
の
り
は
遠
い
で
す
が
、
積
極
的
に

行
い
な
が
ら
自
治
会
活
動
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
自
治
会
は
平
成
二
十
一
年
に

会
員
数
が
百
五
十
二
世
帯
で
設
立

さ
れ
、
現
在
、
会
員
は
百
九
十
五

世
帯
で
す
。
夏
祭
り
等
の
行
事

は
、
西
白
庭
台
自
治
連
合
会
と
し

て
、
西
白
庭
台
一
・
二
丁
目
と
共

に
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
と
役
員
が
協
力
し
て
活
気

あ
る
自
治
会
と
な
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

当
自
治
会
は
、
旧
来
約
百
四
十

戸
程
度
で
し
た
が
、
宅
地
開
発
が

進
み
、
若
い
世
代
の
住
民
が
増

え
、
現
在
、
百
八
十
戸
と
な
り
、

子
供
達
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
各
地
で
幼
児
や
児
童
が

被
害
を
受
け
る
事
故
・
事
件
な
ど

が
多
発
し
て
お
り
、
当
自
治
会
に

お
い
て
も
、
子
供
達
の
安
全
に
関

す
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
、
私

も
登
下
校
時
に
は
、
子
供
達
が
被

害
を
受
け
な
い
よ
う
に
見
守
り
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
自
治
会
長
紹
介西

白
庭
台
三
丁
目
自
治
会
長

大
久
保
　
晋

鹿
畑
町
自
治
会
長

　
　
　
福
本
　
達
廣

東
菜
畑
北
自
治
会
長

木
場
　
将
雄

　

本
年
四
月
に
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
で
総
会
が
あ

り
、
正
式
に
自
治
会
の
設
立
と
な

り
ま
し
た
。

　

私
は
、
三
十
年
以
上
生
駒
市
に

住
ん
で
お
り
年
齢
は
三
十
五
歳
で

す
。
実
家
は
生
駒
市
の
真
弓
で
偶

翠
光
台
自
治
会
長坂本

　
拓
哉

然
と
思
い
ま
す
が
、
嫁
の
名
前
も

真
弓
と
い
い
ま
す
。（
笑
）

　

初
代
会
長
と
い
う
重
要
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
任
せ
ら
れ
た
わ
け
で
す

が
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
同
世
代
が
多
く
、
相
談
が

し
や
す
く
和
気
あ
い
あ
い
と
会
合

を
月
に
一
回
開
い
て
お
り
ま
す
。
新

し
い
自
治
会
な
の
で
、
何
事
も
決

め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編集後記編集後記編集後記編集後記
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駒
市
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会
長
名
簿
（
126
自
治
会
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◎
＝
会
長
　
○
＝
副
会
長
　
□
＝
常
任
理
事
　
△
＝
理
事
　
＊
＝
代
行

地区 校区 自 治 会 名 氏　　　名 地区 校区 自 治 会 名 氏　　　名

北

生
駒
北

傍 示 辻　本　明　彦

中

桜
ヶ
丘

辻町アーバンライフ ○ 森　岡　文　夫
獅 子 ヶ 丘 奥　村　　　栄 辻 町 第 一 東 淡　輪　勝　人
庄 田 有　山　喜八郎 辻 町 阪 奈 西　田　忠　男
大 北 久　保　美　國

生
駒

山 崎 町 久　保　健　博
久 保 △ 𠮷　川　　　太 生駒グリーンマンション 常　藤　誠　三
宮 方 西　村　雄　二 北 新 町 冠　　　健　一

芝 　 藤　岡　節　夫 桜 台 出　石　美保子
ひ か り が 丘 ◎ 藤　堂　宏　子 東 新 町 森　下　眞　吉

鹿
ノ
台

鹿 畑 町 △ 福　本　達　廣 元 町 １ 丁 目 　＊ 中　川　元　二
鹿 ﾉ 台 東 １ 丁 目 大　山　雅　之 元 町 ２ 丁 目 山　本　昌　夫
鹿 ﾉ 台 東 ２ 丁 目 西　川　修　子 メゾンドールクラヴィエ生駒 田　頭　徹　也
鹿 ﾉ 台 東 ３ 丁 目 山　中　正　郎 本 町 芳　野　眞　行
鹿 ﾉ 台 西 １ 丁 目 ＊ 奥　村　圭　司 山 崎 新 町 巽　　　恒　雄
鹿 ﾉ 台 西 ２ 丁 目 太　田　靖　彦 仲 之 町 △ 木　村　　　茂
鹿 ﾉ 台 西 ３ 丁 目 三田村　晴　夫 門 前 町 中　井　祥　夫
鹿 ﾉ 台 南 １ 丁 目 眞　木　陽　子 東 旭 ヶ 丘 白　井　有　三
鹿 ﾉ 台 南 ２ 丁 目 山　㟢　崇　至 西 旭 ヶ 丘 □ 西　森　義　光
鹿 ﾉ 台 北 １ 丁 目 須　都　　　紘 新 旭 ヶ 丘 山　下　彰　一
鹿 ﾉ 台 北 ２ 丁 目 　 野々村　　　詮 軽 井 沢 町 山　田　穂　積
鹿 ﾉ 台 北 ３ 丁 目 渡　邉　光　尚 菜 畑 町 　 脇　　　長　泰
美 鹿 の 台 田　中　　　繁

東
生
駒
東

東 生 駒 藤　井　優　嗣

真
弓

上 町 杉　田　要　三 月 見 ヶ 丘 山　本　長　男
真 弓 １ 丁 目 内　藤　祥　子 東 生 駒 南 鈴　木　義　則
真 弓 ２ 丁 目 村　田　秀　郎 東 生 駒 月 見 町 △ 西　野　秀　男
真 弓 ３ 丁 目 　 大　島　清　司 月見町第１ガーデンハイツ 平　井　和　男
真 弓 ４ 丁 目 辻　中　智　子 月見町第２ガーデンハイツ 出　原　威佐夫
真 弓 南 □ 城　戸　英　俊 東 菜 畑 １ 丁 目 吉　田　里　実
北 大 和 １ 丁 目 山　下　昌　人 東 菜 畑 北 木　場　将　雄
北 大 和 ２ 丁 目 寺　田　　　孝 東 菜 畑 ２ 丁 目 井　上　良　作
北 大 和 ３ 丁 目 △ 藤　井　清　美 中 菜 畑 １ 丁 目 森　井　篤　子
北 大 和 ４ 丁 目 榎　　　衣　子 中 菜 畑 ２ 丁 目 ○ 藤　澤　清　二
北 大 和 ５ 丁 目 尾　山　清　治 東生駒グリーンマンション 佐　藤　常　雄
上 町 台 △ 手　島　大　我 西 菜 畑 町 　 城　山　英　章

あ
す
か
野

あ す か 野 □ 齊　藤　隆　夫 緑 ヶ 丘 　 上　埜　作　治
あ す か 台 　 山　田　信　一 ハートフルビレッジ菜畑 中　井　基　文
白 庭 台 △ 七　尾　隆　太

南

壱
分

壱 分 町 東 □ 藤　尾　清　司

西

生
駒
台

南 田 原 町 　 松　井　　　正 壱 分 町 西 △ 井ノ上　善太郎
星 和 台 三　谷　朋千男 壱 分 南 徳　永　俊　治
新 南 田 原 下清水　則　男 さ つ き 台 柳　川　保　雄
西 白 庭 台 １ 丁 目 井　上　　　剛 さ つ き 台 南 槙　原　清　一
西 白 庭 台 ２ 丁 目 富　岡　　　積 イトーピア生駒ファインコート 田　中　賢　樹
西 白 庭 台 ３ 丁 目 大久保　　　晋 翠 光 台 坂　本　拓　哉
北 田 原 町 髙　貝　要　明 南 山 手 台 　 白　山　　　斉
小 明 町 　 森　本　照太郎

生
駒
南

有 里 町 ○ 池　田　健　二
小 明 台 △ 中　林　　　葵 ﾌ ﾗ ﾜ ﾘ ｰ ﾀ ｳ ﾝ 生 駒 稲　毛　秀　臣
新 生 駒 台 堂ノ瀬　安　重 小 瀬 町 寺　川　好　久
松 美 台 東 □ 綾　部　政　浩 み な み 野 台 大　川　弘　晃
松 美 台 西 草　次　一　弘 小 瀬 の 里 野　㟢　　　憲
生 駒 台 眞　島　英　男 萩 原 町 岡　村　　　昇
セ ン ト ポ リ ア 生 駒 藤　本　　　稔 青 山 台 藤　井　敦　志

俵
口

俵 口 町 ○ 井　山　豊　樹 藤 尾 町 桒　原　光　信
喜 里 が 丘 藤　田　一　美 西 畑 町 川　邊　喜　平
南 喜 里 が 丘 永　野　洋　子 鬼 取 町 矢　野　正　孝
喜 里 池 △ 吉　田　　　登 小 倉 寺 町 　 辻　野　哲　治
ライオンズマンション俵口 長　岡　均　一 大 門 町 △ 丸　本　和　夫
東 松 ヶ 丘 　 平　岩　千　典

生
駒
南
第
二

南 小 平 尾 　 安　田　富　一
西 松 ヶ 丘 福　田　清　治 北 小 平 尾 □ 細　川　一　夫
光 陽 台 佐々木　武　夫 秋 津 荒　張　祐　治

中
桜
ヶ
丘

桜 ヶ 丘 中　川　和　子 萩 の 台 △ 田　中　　　功
谷 田 町 △ 中　谷　義　文 萩 の 台 住 宅 地 山　下　博　史
辻 町 檜　木　秀　夫 東 山 針　本　昌　往
辻 町 東 豊　田　　　優 ローレルコートエスタ萩の台  前　田　香奈子
辻 町 北 大久保　克　也 ローレルコート萩の台 中　村　正　之


